
◆
肝
炎
対
策
の
た
め
の
基
本
法
の

　

制
定
を
求
め
る
意
見
書

　

Ｂ
型
、Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
は
、

国
内
最
大
の
感
染
症
と
し
て
抜
本

的
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
適

切
な
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
対
策
を
全
国

規
模
で
推
進
す
る
た
め
に
は
、
基

本
法
・
根
拠
法
の
制
定
が
必
要
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
本
議
会
は
国
に

対
し
、
緊
急
に
次
の
施
策
を
講
ず

る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

一　

ウ
イ
ル
ス
肝
炎
対
策
を
全
国

　

規
模
で
等
し
く
推
進
す
る
た
め

　

に
、
肝
炎
対
策
の
た
め
の
基
本

　

法
を
早
期
に
成
立
さ
せ
る
こ
と
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
厚

生
労
働
大
臣
】

◆
介
護
型
療
養
病
床
廃
止
中
止
を

　

求
め
る
意
見
書

　

政
府
は
、
二
〇
一
二
年
三
月
末

で
十
二
万
床
の
介
護
療
養
病
床
を

廃
止
し
、
二
〇
〇
六
年
現
在
二
十

三
万
床
あ
る
医
療
療
養
病
床
を
十

五
万
床
に
削
減
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
ま
ま
介
護
療
養
病
床
が
廃
止

さ
れ
れ
ば
、
ど
こ
に
も
行
き
場
の

な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
医
療
難
民
」

「
介
護
難
民
」
が
各
地
で
あ
ふ
れ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
安
心

し
て
必
要
な
入
院
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
下
記

の
事
項
を
要
望
す
る
。

一　

介
護
療
養
病
床
廃
止
計
画
を

　

中
止
す
る
こ
と
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
厚

生
労
働
大
臣
】

◆
基
地
対
策
予
算
の
増
額
等
を
求

　

め
る
意
見
書

　

国
に
お
い
て
は
、
基
地
関
係
市

町
村
の
実
情
に
配
慮
し
て
下
記
事

項
を
実
現
さ
せ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

一　

基
地
交
付
金
及
び
調
整
交
付

　

金
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
固

　

定
資
産
税
の
評
価
替
え
の
年
度

　

に
あ
た
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
三

　

年
ご
と
に
増
額
さ
れ
て
い
る
経

　

緯
を
十
分
踏
ま
え
、
平
成
二
十

　

二
年
度
予
算
に
お
い
て
増
額
す

　

る
と
と
も
に
、
基
地
交
付
金
の

　

対
象
資
産
を
拡
大
す
る
こ
と
。

二　

基
地
周
辺
対
策
経
費
の
所
要

額
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
各

事
業
の
補
助
対
象
施
設
及
び
範

囲
を
拡
大
す
る
こ
と
。
特
に
、

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
緯
を
踏
ま
え
平
成
二
十

二
年
度
予
算
に
お
い
て
増
額
す

る
こ
と
。

【
提
出
先　

衆
議
院
議
長
・
参
議

院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
総
務

大
臣
・
財
務
大
臣
・
防
衛
大
臣
】

◆
核
兵
器
廃
絶
の
国
際
条
約
締
結

　

へ
、
政
府
の
具
体
的
努
力
を
求

　

め
る
意
見
書

　

核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再

検
討
会
議
の
準
備
委
員
会
は
五
月

六
日
、
来
年
五
月
の
再
検
討
会
議

の
議
題
に
「
核
兵
器
の
全
面
廃
絶

に
対
す
る
核
兵
器
保
有
国
の
明
確

な
約
束
」
を
う
た
っ
た
二
〇
〇
〇

年
の
再
検
討
会
議
の
合
意
文
書
を

踏
ま
え
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
運
用
見
直
し

を
含
め
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
合

意
し
た
。
今
こ
そ
、
日
本
政
府
が

被
爆
し
た
た
だ
一
つ
の
政
府
と
し

て
、
来
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

で
核
兵
器
廃
絶
の
明
確
な
約
束
が

再
確
認
・
履
行
さ
れ
、
主
導
的
役

割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
核
保
有

国
を
は
じ
め
国
際
社
会
に
対
し
て
、

核
兵
器
廃
絶
国
際
条
約
の
締
結
を

め
ざ
し
て
国
際
交
渉
を
開
始
す
る

よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
強
く
要

請
す
る
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
】

◆
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
抗
議
す
る

　

意
見
書

　

北
朝
鮮
は
五
月
二
十
五
日
、
国

連
決
議
や
六
カ
国
協
議
共
同
声
明
、

さ
ら
に
は
日
朝
平
壌
宣
言
に
反
し

て
、
二
回
目
の
核
実
験
を
強
行
し

た
。
こ
の
よ
う
な
北
朝
鮮
の
行
動

は
、
平
和
と
安
全
を
脅
か
す
も
の

で
あ
り
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。
た
び
重
な
る
核
実
験

は
、
国
際
的
な
核
不
拡
散
体
制
に

対
す
る
重
大
な
挑
戦
で
あ
り
、
唯

一
の
被
爆
国
で
あ
る
我
が
国
と
し

て
は
、
決
し
て
容
認
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
土
浦
市
議
会
は
、
こ

の
暴
挙
に
対
し
、
強
く
抗
議
す
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、
北

朝
鮮
に
対
し
て
核
兵
器
開
発
の
中

止
と
核
の
放
棄
を
求
め
る
た
め
断

固
た
る
行
動
を
と
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
法

務
大
臣
・
外
務
大
臣
・
内
閣
官
房

長
官
拉
致
問
題
担
当
・
国
家
公
安

委
員
会
委
員
長
・
衆
議
院
議
長
・

参
議
院
議
長
】

◆
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
強
く
抗
議

　

す
る
決
議

　

北
朝
鮮
政
府
は
、
五
月
二
十
五

日
に
核
実
験
を
強
行
し
た
。
そ
れ

は
北
朝
鮮
に
対
し
て
「
い
か
な
る

核
実
験
ま
た
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の

発
射
も
こ
れ
以
上
実
施
し
な
い
こ

と
」
を
要
求
し
た
国
連
安
保
理
決

議
一
七
一
八
（
二
〇
〇
六
年
十
月

十
四
日
）
や
、
北
朝
鮮
が
「
一
切

の
核
兵
器
及
び
現
在
の
核
計
画
を

放
棄
す
る
」
と
合
意
し
た
六
カ
国

協
議
共
同
声
明
（
二
〇
〇
五
年
九

月
十
九
日
）
に
も
明
確
に
違
反
す

る
暴
挙
で
あ
る
。
今
日
、
世
界
の

中
で
核
兵
器
廃
絶
に
向
か
う
新
た

な
気
運
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
時
に
行
わ
れ
た
今
回
の

核
実
験
は
、
そ
う
し
た
動
き
に
対

す
る
挑
戦
で
あ
り
、
北
東
ア
ジ
ア

の
平
和
と
安
定
へ
の
重
大
な
逆
流

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
今
回
の
核

実
験
に
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
以
上
の
核
実
験
を
や
め
、
核

兵
器
及
び
核
兵
器
開
発
計
画
を
放

棄
す
る
こ
と
、
そ
し
て
無
条
件
で

六
カ
国
協
議
に
復
帰
す
る
こ
と
を

強
く
求
め
る
。
以
上
決
議
す
る
。

土
浦
市
議
会

　

市
民
に
係
わ
り
の
あ
る
問
題
で

も
、
そ
れ
が
国
の
仕
事
で
あ
っ
た

り
、
県
の
仕
事
で
あ
っ
た
り
す
る

場
合
、
市
の
行
政
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
、
本
市
議
会
の

意
思
と
し
て
、
国
や
県
な
ど
の
関

係
行
政
機
関
の
ほ
か
、
政
府
な
ど

に
「
意
見
書
」
を
提
出
し
て
問
題

の
積
極
的
な
解
決
を
求
め
ま
す
。

意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
（
要
旨
）

決

議

決

議

決

議
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